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資料４ 
 

一般廃棄物処理基本計画（第三次）の進捗状況について 

 

１ 一般廃棄物処理基本計画（第三次）の概要 

(1) 基本理念・基本方針 

第一次から第三次の計画を通じ、一貫した基本理念・基本方針を掲げています。 

 

図表 1 板橋区一般廃棄物処理基本計画の基本理念・達成目標・基本方針 

基本計画 

項  目 

第一次 

12～23 

第二次 

18～27 

第三次 

24～33 

基
本
理
念 

人と環境が共生する循環型都市「エコポリス板橋」を

実現する ● ● ● 

備考：清掃事業の区移管前からの取組 

達
成
目
標 

達成目標１：循環型経済社会の実現を目指す 

生産、流通から消費、処理・リサイクルに至る流れ全

体の中で、板橋かたつむり運動（３Ｒ）を推進する社会

を目指す 

● ● ● 
達成目標２：循環型廃棄物処理システムの構築を図る 

排出されたごみについては、可能な限り再生利用し、

再生利用に適さないものについては、可能な限り焼却し

エネルギー回収するシステムの構築を目指す 

● ● ● 

備考：平成 12年 6月に制定された循環型社会形成推進基本法も踏まえている 

基
本
方
針 

基本方針１：発生抑制と再利用を徹底する仕組みづくり 

リサイクル（再生利用）に先立ち、発生抑制（リデュ

ース）、再使用（リユース）を徹底 
● ● ● 

基本方針２：パートナーシップで実現する循環型経済社会 

区民・事業者との連携・協働を進めると共に、区民・

事業者の自主的な取組を積極的に支援 
● ● ● 

基本方針３：環境負荷の少ない処理の推進 

板橋かたつむり運動（３Ｒ）を推進するとともに、収

集・処理体制の適正化・効率化等 
● ● ● 

基本方針４：環境マネジメントシステムによる管理 

各施策では可能な限り管理可能な目標を掲げ、PDCA

サイクル（Plan-Do-Check-Action）による推進を図る 
● ● ● 

基本方針５：効率的な事業運営の推進 

全庁的な運営体制のもと、事業の点検・評価を通じ効

率化を図る 
● ● ● 

基本方針６：排出者による適正な費用負担 

排出者としての責任に基づき、事業系ごみ・家庭ごみ

それぞれについて、適正な費用負担を追求 
 ● ● 

備考：基本方針 6は第二次一般廃棄物処理基本計画から追加 

※各基本方針の説明文は、第三次計画のものです。 

平成 7年 4月：エコポリスセンター開設 
平成 5年 4月 

「エコポリス板橋」環境都市宣言 
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(2) 数値目標 

平成 27年度を中間目標、平成 33年度を最終目標として、 

・総排出量（資源と可燃、不燃、粗大、持込ごみ）の年間総排出量の削減率 

・ごみ（可燃、不燃、粗大、持込ごみ）の年間排出量の削減率 

・リサイクル率（資源化量÷総排出量×100） 

の目標値を定めています。 

 

図表 2 一廃計画（第三次）の目標 

 

 

図表 3 第三次計画の目標（グラフ） 

  

項　目 平成27年度 平成33年度

総排出量の削減率 16年度比 17.1%削減 16年度比 23.8%削減

区民1人1日あたり 199g/人日 区民1人1日あたり 261g/人日

ごみの減量率 16年度比 23.9%削減 16年度比 32.6%削減

区民1人1日あたり 222g/人日 区民1人1日あたり 289g/人日

リサイクル率 25% 28%

17.9% 18.5%
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145,825

124,323

110,262

34,197

32,149

39,538

40,265

197,672

177,974
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50,000

100,000

150,000

200,000

平成16年度

（基準年度）

平成22年度

（実績）
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23.9%削減

（1人1日あたり

222 g/人日）

16年度比17.1%削減

（1人1日あたり199 g/人日）
16年度比23.8%削減

（1人1日あたり261g/人日）

16年度比

32.6%削減

（1人1日あたり

289 g/人日）

総排出量

資源

ごみ

プラ類、紙類の

資源化推進
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２ 数値目標の達成状況 

中間目標年度（平成 27年度）の目標達成状況を見ると、総排出量の削減率、ごみの削減

率、リサイクル率ともに目標に達していません。 

しかし、区民 1人 1日あたりの総排出量は目標値（199g/人日削減）に対し 195g/人日削減

され、ほぼ達成しています。 

 

図表 4 数値目標の達成状況（中間目標年度） 

項目 中間目標値（27年度） 実績 

総排出量の削減率 
 
（可燃、不燃、粗大、
持込ごみ、資源回収、
拠点回収、集団回収
等） 

平成 16年度比 

17.1％減 

平成 16年度総排出量 

平成 27年度総排出量 

平成 16年度比 

197,672ｔ 

169,077ｔ 

△14.5％ 

区民 1人 1日あたり

199g/人日削減 

平成 16年度排出量/人日 

平成 27年度排出量/人日 

削減量 

1,036ｇ 

841ｇ 

△195ｇ 

ごみの削減率 
 
（可燃、不燃、粗大、
持込ごみ） 

平成 16年度比 

23.9％減 

平成 16年度ごみ量 

平成 27年度ごみ量 

平成 16年度比 

163,475ｔ 

140,403ｔ 

△14.1％ 

区民 1人 1日あたり

222g/人日削減 

平成 16年度ごみ量/人日 

平成 27年度ごみ量/人日 

削減量 

857ｇ 

698ｇ 

△159ｇ 

リサイクル率 25％達成 平成 27年度    17.7% 

 
 

図表 5 数値目標の達成状況（グラフ） 
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３ 総排出量、ごみ量の中間目標値が未達成の要因 

(1) 人口の増加により総排出量の減少が鈍る 

本区の人口は、第三次計画で想定した予測人口を上回り推移しています。 

１人あたりの出す資源・ごみ量は減っているため、人口が増えても年間の資源・ごみ量は

減少していますが、その減り具合は鈍っています。 

 

図表 6 第三次計画の人口予測と実際の人口の推移（各年 10月 1日） 

 

 

(2) １人あたりの資源量の大幅な減少 

１人１日あたり総排出量は目標値（199g/人日削減）に対し、195g/人日削減と、ほぼ目標

を達成しましたが、ごみ排出量は、目標値（222g/人日削減）に対し、実績では 159g/人日

にとどまっています。これは、資源が 37g/人日減少したためです。 

 

図表 7 １人１日あたりの資源・ごみ量の推移 

 

資源回収量を回収方法別に見ると、集団回収量の減少が目立っています。 
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図表 8 回収方法別 1人 1日あたり回収量の推移 

 

 

品目別では、特に新聞古紙の回収量の落ち込みが目立っています。 

全国的にも新聞発行部数は年々減少しており、その影響も大きいと考えられます。 

 

図表 9 新聞古紙（集積所回収、集団回収）量と全国新聞発行部数 

 

発行部数資料：（一般社団法人）日本新聞協会 
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(3) 分別の不徹底 

ごみの中には依然として資源化可能なものが多く含まれており、平成 22年度と比較して

大きな改善は見られません。 

 

図表 10 組成分析調査結果から見る可燃ごみ・不燃ごみの分別遵守率 

 

 

資料：平成 22年度ごみ排出実態調査等報告書 区民アンケート有効回答数：788件 

平成 24年度ごみ排出実態調査等報告書 区民アンケート有効回答数：672件 

平成 27年度ごみ排出実態調査等報告書 区民アンケート有効回答数：907件 

 

可燃ごみ

（正しい分別）
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４ 主要課題と重点施策 

３つの主要課題に対し、８つの重点施策を掲げています。 

一廃計画（第三次）は、この重点施策を含む６つの計画で構成されています。 

 

図表 11 一廃計画（第三次）の主要課題と重点施策 

 

図表 12 第三次計画の施策体系 

 

３つの主要課題 ８つの重点施策 

(1) 廃プラスチックの取り扱い  

・資源化の推進に向けた取組が必要。 

・ただし、プラスチック製容器包装全体

を分別収集するには、選別・保管施設

の確保や経費の面で課題が多い。 

(2) 新たなごみ減量施策の検討・推進 

・生ごみの減量・資源化 

・雑がみ等資源化可能物の分別徹底 

・レジ袋対策など販売店・消費者と連携

した取組 

・地域単位・居住単位の取組 

・事業系ごみ対策 

・その他（リサイクルプラザを拠点とし

た取組） 

(3) 家庭ごみ有料化に向けた取組 

・区民アンケートでは否定的な意見が多

数。 

・したがって、まず他のごみ減量・資源

化施策を推進していくことが必要。 

・近隣区との連携・協調が不可欠。 

1）トレイ・ボトル類を集積所収集の分

別対象品目に追加 

2）生ごみの減量・資源化施策の推進 

3）紙類の資源化施策の推進 

4）販売店と連携した取組の推進 

5）地域単位・居住単位の推進 

6）事業系ごみ対策の推進 

7）リサイクルプラザを拠点とした取組

等の推進 

8）家庭ごみ有料化について調査・検討

の継続 

(6) 運営管理計画 (2) 発生抑制計画 

(3) 再利用促進計画 (5) 処理処分計画 

(1) 普及啓発計画 

(4) 収集運搬計画 

循環型都市 

エコポリス板橋 

の実現 
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５ 重点施策の取組状況 

第三次計画に掲げた重点施策は、概ね実施しています。 

・トレイ・ボトル類の集積所収集についてはモデル事業として「一部実施」 

・事業系ごみの排出基準の強化や家庭ごみ有料化の調査・検討は、「検討中、検討予定」 

・販売店との連携による店頭回収活用の普及啓発や商店街の取組推進は「未実施」 

・「小さな循環づくり」の可能性の追求については、地域コンポスト事業は「廃止」、公団

住宅や学校単位での取組の推進は「未実施」のため、全体としては「その他」 

 

図表 4 第三次計画の重点施策の取組状況（平成 28年度末時点） 

 

№ 重点施策名 施策の内容 実施状況 

１ 

トレイ・ボトル類を

集積所収集の分別対

象品目に追加 

区民にとって分別の方法が分かりやすいトレイ・ボ

トル容器を回収品目に追加 
Ｂ 

２ 
生ごみの減量・資源

化施策の推進 

家庭内での水切り励行等の促進 Ａ 

コンポスト容器等による家庭内処理の促進 Ａ 

地域・学校等と連携した「小さな循環づくり」の可能

性の追求 
Ｆ 

３ 
紙類の資源化施策の

推進 

区民に分かりやすく取り組みやすい雑がみの分別排

出方法の導入・周知 
Ａ 

板橋かたつむり運動（３Ｒ）の積極的な展開や出前講

座の充実等効果的な普及活動 
Ａ 

集団回収の維持・発展への取組 Ａ 

４ 
販売店と連携した取

組の推進 

「いたばしエコ・ショップ制度」の強化 Ａ 

イベント等の展開 Ａ 

店頭回収活用の普及啓発 
Ｄ 

商店街における取組の推進 

５ 
地域単位・居住単位

の取組の推進 

地域単位・グループ単位でのごみ減量活動の充実 Ａ 

単身アパート等の分別徹底対策 Ａ 

６ 
事業系ごみ対策の推

進 

事業系ごみの排出基準の強化・指導の徹底 Ｃ 

多様な資源回収ルートの確保 Ａ 

７ 

リサイクルプラザを

拠点とした取組等の

推進 

リサイクルプラザを拠点とした取組を充実させると

ともに、区民活動を活性化させる仕組みづくりを進

めます。 

Ａ 

８ 

家庭ごみ有料化につ

いて調査・検討の継

続 

家庭ごみ有料化はごみ減量に関する施策を全て行っ

た上で、なお計画の数値目標の達成が困難な場合等

に、さらなるごみ減量化の手段として効果的である

かを判断します。なお、今後も引き続き必要な調査・

検討を行っていきます。 

Ｃ 

実施状況 Ａ：実施  Ｂ：一部実施  Ｃ：検討中、検討予定 

     Ｄ：未実施 Ｅ：中止・廃止 Ｆ：その他 
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(1) トレイ・ボトル類を集積所収集の分別対象品目に追加 

①進捗状況（平成 24年度以降） 

 

施策の内容 実施状況 

区民にとって分別の方法

が分かりやすいトレイ・ボ

トル容器の回収品目の追

加 

一部実施中 

・平成 28年 6月より、トレイ・ボトル容器の回収を大規模

マンション約 200か所、集積所約 50か所でモデル実施し

ています。 

 

②今後の方針など 

・今後回収エリアを拡大していく予定です。 

 

③参考 

（平成 27年度区民アンケート調査より） 

 

◯あなたは、廃プラスチックのさらなる資源化についてどのように思いますか。 

  

①進んで行うべき

15.8%

②できる範囲で行

うべき

68.0%

③必要ない

14.4%

無回答

1.8%

〈モデル回収チラシ〉 

【写真】トレイ・ボトル容器の 

モデル回収集積所の様子 
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(2) 生ごみの減量・資源化施策の推進 

①進捗状況（平成 24年度以降） 

 

施策の内容 実施状況 

家庭内での水切り励行等

の促進 

実施中 

・生ごみの水切り等の励行のため、『かたつむりのおやくそ

くハンドブック』への記載や、区民まつり等のイベント時

に、水切りのクイズなどを行っています。その他、生ごみ

からたい肥づくり講習会実施時に、水切りを励行していま

す。 

コンポスト容器等による

家庭内処理の促進 

実施中 

・「生ごみからたい肥作り講習会」を年数回実施していま

す。 

また、平成 26年度より小学生の親子を対象とした、たい

肥作り講習会を実施するとともに、年４回の一般向けの講

習会のうち、区民農園の募集に合わせて実施する回を設定

し、受講者を確保しています。 

終了 

・平成 25年度でコンポスト容器、生ごみ処理機の助成制度

を終了しました。 

地域・学校等と連携した

「小さな循環づくり」の可

能性の追求 

実施中（一部終了） 

・区内２箇所（富士見・徳丸地区）で地域コンポストを設置

しており地区の住民が利用しています。区は、運営支援

（維持管理、地域でのたい肥の配付）を行っています。 

しかし、平成 24年に９箇所あった地域コンポストは利用

者の確保が出来ず、上記２箇所を除き平成 27年度までに

廃止しています。 

 

 

②今後の方針など 

・引き続き、生ごみの減量、家庭内処理に関する普及、講習会等を継続します。 

・水切りの励行に加え、家庭内で食べ残しや賞味期限切れなどの「食品ロス」を発生させな

いための取組の検討が必要です。 
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③参考 

（可燃ごみの組成分析調査結果） 

 

 

（平成 27年度区民アンケート調査より） 

◯ご家庭では、消費・賞味期限切れの食材、調理くずや食べ残しの生ごみを出さないための

工夫をしていますか。 

 

 

（区民アンケート調査より） 

◯生ごみを出すとき、水切りをしていますか。 

 

紙類

28.5%

25.1%

29.7%

厨芥

39.1%

27.4%

31.6%

繊維

2.6%

12.3%

6.2%

草木

5.7%

9.4%

2.8%

プラス

チック

16.2%

15.1%

19.8%

その他

7.9%

10.7%

9.9%

0% 50% 100%

平成22年度

平成24年度

平成27年度

61.0%

55.9%

39.9%

17.3%

39.4%

1.9%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

①食材を買いすぎないようにする

②食材・食品の在庫に注意して、消費・

賞味期限切れを出さないようにする

③食べきれる分だけつくる

④根菜の葉も調理したり、皮を薄くむいたり

など、調理くずを減らすようにしている

⑤余った食材を冷凍などして長持ちさせる

⑥その他

①している

76.4%

77.8%

74.5%

②するときもある

12.2%

14.0%

15.5%

③していない

4.9%

6.5%

9.2%

無回答

6.5%

1.6%

0.8%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

平成22年度

平成24年度

平成27年度
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(3) 紙類の資源化施策の推進 

①進捗状況（平成 24年度以降） 

 

施策の内容 実施状況 

区民に分かりやすく取組

やすい雑がみの分別排出

方法の導入・周知 

実施中 

・回収品目を「紙パック」「紙箱・紙袋・OA用紙」に限定

し、平成 27年 4月から区内 6分の 1のエリアでモデル回収

を実施しました。平成 28年 4月からは、回収地域を区内全

域に拡大しました。 

板橋かたつむり運動（３

Ｒ）の積極的な展開や出

前講座の充実等効果的な

普及啓発 

実施中 

・資源とごみの分け方・出し方のチラシと、転入者用の冊子

を統合した、「かたつむりのおやくそくハンドブック」を平

成 25年 1月に全戸配付しました。 

・毎年 10月の 3R 推進月間に合わせて広報いたばしに掲載す

る、清掃リサイクル特集号にて、「かたつむりのおやくそ

く」を紹介しました。 

・各種イベントで「かたつむりのおやくそく」啓発パンフレ

ット、グッズを配布しました。 

・「かたつむりのおやくそく」の歌、おどりを制作、CD、

DVDを出前講座で配付、及びインターネット上に動画を公

開しました。 

・小学校、保育園で出前講座を年 40回程度実施しています。 

集団回収の維持・発展へ

の取組 

実施中 

・集団回収への補助制度について、「かたつむりのおやくそく

ハンドブック」や広報いたばし等で周知しています。 

 

②今後の方針など 

・雑がみ類の分別徹底に向け、引き続き周知を継続します。 

・分別の徹底、集団回収の促進に向け、「かたつむりのおやくそくハンドブック」等による

広報を引き続き進めるとともに、「ごみアプリ」など効果的な手法について検討します。 

 

③参考 

 

図表 5 集団回収実施団体数の推移 

 

 

843 853 883 897

0

200

400

600

800

1000

H24 H25 H26 H27
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（区民アンケート調査より） 

◯「板橋かたつむり運動」（かたつむりのおやくそく）をご存じですか。 

 

 

（平成 27年度区民アンケート調査より） 

◯あなたは、ごみの分け方・出し方や減量に関する情報を主にどこから得ていますか。 

 

 

◯あなたは、区によるごみ減量に関する情報提供・PR活動についてどう思われますか。 

 

 

①名称も内容も

知っている

3.9%

7.7%

②名称は知っている

が、内容は知らない

7.7%

15.8%

③名称も内容も知

らない

86.6%

73.3%

無回答

1.8%

3.2%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

平成24年度

平成27年度

18.3%

2.4%

53.6%

2.2%

28.8%

15.3%

5.4%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

①冊子「かたつむりのおやくそくハンドブック」

②ごみ・資源の収集日や粗大ごみ収集日

などを知らせるEメールサービス

③集積所の看板

④区のイベントやキャンペーン

⑤広報いたばし

⑥区のホームページ

⑦その他

①情報量・内容と

もに十分である
12.7%

②情報量は十分

だが、内容を分か

りやすくしてほしい

16.4%

③内容は分かりや

すいが、もっと情
報量がほしい

16.5%

④情報量・内容と

もに不十分である
45.3%

無回答

9.0%
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(4) 販売店と連携した取組の推進 

①進捗状況（平成 24年度以降） 

 

施策の内容 実施状況 

「いたばしエコ・ショップ制

度」の強化 

実施中 

・平成 27年度に「いたばしエコ・ショップの認定等に関

する要綱」を改正し、新たに認定店を取組み状況に応

じ、3段階にランク付けすることで、認定店がさらに上

のランクを目指す活動を促す仕組みとしました。 

・ホームページでの認定店の紹介を、一覧表から、１店

舗１ページにし、紹介内容を充実しました。 

イベント等の展開 

実施中 

・平成 27年度の「いたばしエコ・ショップ」制度の変更

に伴い、認定条件の必須項目として、新たに「板橋か

たつむり運動」への協力を加え、申請時に認定店が協

力可能な事項を明記することとしました。 

 これに基づき、認定店には「かたつむりのおやくそく

ハンドブック」の店頭配付、区主催事業のポスター貼

付等の協力を得ました。 

店頭回収活用の普及啓発 
未実施 

商店街における取組の推進 

 

※「いたばしエコ・ショップ」とは 

板橋区では、板橋かたつむり運動の推奨、過剰包装などの自粛などの基準を定め、これを満

たす区内の小売店などを、いたばしエコ・ショップとして認定しています。区民に対して、

エコ・ショップの活用を推進しています。 

 

②今後の方針など 

・いたばしエコ・ショップの認定基準を改定したものの、認定店舗数の大きな増加は見込め

ないことから、制度のあり方について再検討が必要です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



15 

 

有効回答数 151件 

③参考 

（区民アンケート調査より） 

◯板橋区では、ごみの減量やリサイクルを促進するために様々なことを行っています。あな

たの知っているものを以下からお選びください。 

 

（平成 27年度事業所アンケート調査より） 

◯販売店での消費者向けの取り組みについてお聞きします。貴店では、環境問題に貢献する

ために、消費者に対してどのような取り組みを行っていますか。 

 

16.9%

1.6%

1.3%

5.2%

7.0%

4.4%

12.4%

6.3%

26.4%

19.2%

17.7%

1.3%

2.1%

6.1%

8.9%

6.0%

26.8%

9.1%

24.6%

23.8%

2.7%

12.2%

1.4%

1.3%

2.9%

5.7%

2.5%

17.8%

7.1%

25.4%

21.1%

2.4%

0% 10% 20% 30% 40%

①いたばしエコ・ショップ

②ふれあい指導

③出前講座

④グリーン購入

⑤生ごみからたい肥づくり講習会

⑥リサイクル推進員

⑦リサイクルプラザ

⑧ごみの収集日や粗大ごみ収集日などを

Eメールでお知らせするシステム

⑨集団回収

⑩拠点回収

⑪地域コンポスト事業

平成22年度

平成24年度

平成27年度

①行って

いる

18.5%

29.1%

49.7%

5.3%

10.6%

9.9%

8.6%

6.6%

11.9%

②行って

いない

12.6%

24.5%

14.6%

44.4%

22.5%

22.5%

21.2%

21.9%

15.2%

③検討中

2.6%

7.3%

3.3%

4.6%

3.3%

0.0%

0.7%

2.0%

2.0%

④該当

しない

54.3%

31.1%

27.2%

34.4%

50.3%

55.0%

56.3%

57.6%

59.6%

無回答

11.9%

7.9%

5.3%

11.3%

13.2%

12.6%

13.2%

11.9%

11.3%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

(1) 食品トレイの削減など簡易包装の推進

(2) 買い物袋持参の奨励（レジ袋の削減）

(3) レジ袋が必要かどうかの確認

(4) レジ袋の有料化

(5) 使い捨て容器や製品の販売の自粛、

リターナブル容器等の積極的な取り扱い

(6) ペットボトルや食品トレイの消費者からの回収

(7) 再生紙や再生ポリエステル衣料など、

再生品を用いた商品の積極的な販売

(8) エコマーク製品等、環境にやさしい商品の

積極的販売

(9) 電気製品などの修理サービスの充実
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(5) 地域単位・居住単位の取組の推進 

①進捗状況（平成 24年度以降） 

 

施策の内容 実施状況 

地域単位・グループ単位で

のごみ減量活動の充実 

実施中 

・各地域から選出されているリサイクル推進員に対して、研

修会を実施しています。 

また、町会や外国人に対して出前講座を実施しています。 

単身アパート等の分別徹

底対策 

実施中 

・分別徹底が滞っている集合住宅等は、ふれあい指導を実施

し、必要があれば管理人等の協力を得ています。 

 

②今後の方針など 

・現在の取組は引き続き継続していきます。 

・分別の徹底、ごみ出しルールの徹底に向けた効果的な方策について、引き続き検討が必要

です。 

 

③参考 

（区民アンケート調査より） 

 

◯ごみや資源の集積所で、困ったことはありますか。 

 

  

18.1%

9.3%

13.7%

12.4%

25.5%

29.2%

5.7%

41.2%

5.7%

14.7%

7.0%

14.0%

1.5%

21.7%

19.8%

3.7%

49.4%

8.5%

15.5%

7.6%

13.9%

18.3%

22.1%

22.8%

6.1%

40.1%

9.6%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

①分別が守られない

②曜日が守られない

③回収日の前日にごみを出す人がいる

④資源を持ち去る人がいる

⑤通りがかりの人による投棄やポイ捨てがある

⑥カラスなどにより荒らされる

⑦集積所を管理できる人がいない

⑧特に困っていない

⑨その他

H22 H24 H27
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(6) 事業系ごみ対策の推進 

①進捗状況（平成 24年度以降） 

 

施策の内容 実施状況 

事業系ごみの排出基準の強化・

指導の徹底 

検討中 

・事業系ごみは自己処理（持込など）が原則ですが、一日平均

排出量 50㎏未満の小規模事業所については、有料ごみ処理券

を貼付の上、区の収集に排出することを認めています。 

・排出基準の強化については、検討中です。 

多様な資源回収ルートの確保 
実施中 

・オフィスリサイクルや商店街リサイクルを実施しています。 

 

②今後の方針など 

・事業系ごみの適正排出に向けて、引き続き啓発や指導を行っていきます。 

・事業系資源のリサイクル促進に向けて、引き続きオフィスリサイクルや商店街リサイクル

への参加促進を周知していきます。 

併せて、他の効果的な減量、資源化促進策の可能性についての検討が必要です。 

 

③参考 

（平成 27年度事業所アンケート調査より） 

◯区の収集に排出される際、事業系シールを貼っていますか。 

 
※平成 22年度有効回答数 743件 

 平成 24年度有効回答数 541件 

 平成 27年度有効回答数 704件 

（平成 27年度事業所アンケート調査より） 

◯貴事業所のごみは、今よりもっと減量やリサイクルができると思いますか。 

 

①事業系シールを貼

らずに排出している

25.2%

13.7%

20.9%

②事業系シールを

貼って排出している

70.5%

82.8%

75.9%

無回答

4.3%

3.5%

3.3%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

平成22年度

平成24年度

平成27年度

①できると思う

20.8%

②思わない

29.7%

③何とも言えな

い。分からない
44.1%

無回答

5.4%
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(7) リサイクルプラザを拠点とした取組等の推進 

①進捗状況（平成 24年度以降） 

 

施策の内容 実施状況 

リサイクルプラザを拠点とし

た取組を充実させるとともに、

区民活動を活性化させる仕組

みづくりを進めます。 

実施中 

・指定管理者の再選定（平成 27年度より）を契機に、新規

事業を実施することで、取組を充実させました。 

 ①衣類、雑貨等のリサイクルショップ「いたぷらショッ

プ」の開設 

 ②おもちゃの交換会の実施 

 ③フリーマーケットの実施 

④リサイクルプラザ 10周年感謝祭の実施 

 

②今後の方針など 

・平成 27年度に導入した事業の検証を進めつつ、利用者数の増加に向けた検討を進めま

す。 

 

③参考：リサイクルプラザの来館者数 

 

20,387 21,369 20,491
23,159

21,347

0

5,000

10,000

15,000

20,000

25,000

H23 H24 H25 H26 H27

人

【写真】リサイクルショップ「いたぷらショップ」 



19 

 

(8) 家庭ごみ有料化について調査・検討の継続 

①進捗状況（平成 24年度以降） 

 

施策の内容 実施状況 

家庭ごみ有料化はごみ減量に

関する施策を全て行った上で、

なお計画の数値目標の達成が

困難な場合等に、さらなるごみ

減量化の手段として効果的で

あるかを判断します。なお、今

後も引き続き必要な調査・検討

を行っていきます。 

検討中 

・「紙パック」「紙箱・紙袋・OA用紙」、「トレイ・ボトル」

の回収や、不燃ごみの資源化等新たな施策を展開中であ

り、ごみ減量に関する施策を全て行ったとはいえない状況

です。 

 

 

②今後の方針など 

・他区の検討状況にも留意しながら、引き続き調査・検討が必要です。 

 

③参考 

（平成 22年度・平成 24年度・平成 27年度区民アンケート調査より） 

 

◯家庭ごみの有料化について、どのように思われますか。 

 

3.4%

16.6%

38.5%

30.5%

9.5%

1.5%

3.3%

15.6%

38.5%

34.1%

7.4%

1.0%

2.1%

12.8%

38.3%

35.5%

9.5%

1.9%

0% 10% 20% 30% 40% 50%

①有料化すべきである

②どちらかといえば

有料化に賛成である

③どちらかといえば

有料化に反対である

④有料化すべきではない

⑤よくわからない

無回答

H22年度調査

H24年度調査

H27年度調査


